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英国プルーデンシャル社はイーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に米国で事業を展開
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2017年9月22日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2017年9月22日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2017年9月22日）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

インド国内の投資家からの資金流入を背景に週初は上昇しまし
た。週末にかけては、政府が景気刺激策を打ち出すと報じられ
たことを受けて財政悪化の可能性が意識されたほか、北朝鮮を
巡る地政学リスクへの懸念が再び高まったこともあり下落しまし
た。

政府が近々景気刺激策を打ち出すと報じられたことを受けて、
財政悪化への懸念が高まったことから、インド10年国債利回り
は上昇（価格は下落）しました。

米連邦公開市場委員会（FOMC）後に米ドルを買う動きが強
まったことから、ルピーは対米ドルで下落しました。円も対米ド
ルで下落しましたが、ルピーの方がより大きく下落したことから、
対円でも下落しました。

（対象期間：2017/9/18～9/22）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

2017/9/15 2017/9/22 変化率

32,272.61 31,922.44 -1.09%

2017/9/15 2017/9/22 変化幅

6.597 6.663 +0.066

2017/9/15 2017/9/22 変化率

1.735 1.729 -0.35%
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